

























































1 シテ（茶屋）の名乗 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○










○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
5 宇治への道行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 茶屋の準備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 一人の参詣人の登場・道行 × ○ × × × ○ ○ × ×
8 シテは参詣人に声をかけ、茶を出すが、参詣人は茶に不満を述べて去る × ○ × × × ○ ○ × ×
9 シテは客を逃した理由を語り、今度の客に油断しないよう、女に命じる × ○ × × × ○ ○ × ×










○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ×
13 参詣人一行は茶屋の対応の悪さを口々に言い立て去る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
14 客が去り、夫婦は慰め合って都に戻る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
15 切謡 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
─ 65 ─










































































































































































































































































































































































内訳 馬瀬文化二年本 和泉流宗家系本 和泉家古本
両本の
一致度
1 a 真中ニテ名乗 ナシ ナシ ■
2 e 居住 住居 すまひ ■
3 b 不仕合御さる 仕合か悪ふて身上ならぬ 仕合かわるふて身上罷ならぬ ■
4 e 此比 比日（ママ） 此比 ●
5 a ナシ 中〻 中 〳 〵 ■
6 c 賑〻敷 賑〻敷事じや ナシ
7 c 宇治茶商ひ 宇治商（ママ）をなり共 あきなひをも
8 d 女共を 女共 女しやものを







11 a ナシ そなたを呼出す ナシ ●
12 b 二人ともに そなたも身共も そなたも身共も ■
13 a ナシ 随分 すいふん ■
14 c 不仕合な 不仕合て身上かならぬ 身上かならぬ □
15 d おもわしまするそ 思わします おもわしますそ
16 d さふ 左右ハ さうは ■
17 d 何と 何とも 何と ●
18 b 仕ふ様 致様 いたさうやう ■
19 d つき 付て ついて ■
20 b 此比ハ 此程 此程 ■
21 c 夫婦つれて 連て めうとつれて ●
22 a ナシ 程に 程に ■
23 a ナシ 何そ なんそ ■
24 b 商ひをして行ふと 商を行ふかと あきないをせまひかと
25 d 思ふか 思ふ ナシ
26 d おくりやろふか おくりやるまいか たもらうか
27 d 童も往て わらハかいて わらはかいて ■
28 e なれハ ならバ ならは ■
29 b 某の 身共が 身共か ■
30 d 余の事 余のことは 余の事は ■
31 d ならふ（ママ）によつて ならぬによつて なるまひ程に
32 d 茶を商ふと 茶を商ふかと 茶屋をせうかと
33 c 思ふ事しや 思ふ 思ふ ■
34 b さしまするな おしやるな ナシ
35 b せひとも 善悪 せんあく ■
36 b なふ追付 左右あらバ ナシ
37 b 仕ふほとに せう ナシ






40 b 行ませふそ さらハ行ふ さらはゆかふ ■
41 e 是ハきれいに 奇麗に是ハ 是は見事に
42 a 心得ました ナシ ナシ ■
43 a ナシ 笠ハガクヤヨリシテ持出ル 右ノ笠ハ楽屋ヨリ・シテ持テ出ル也 □




内訳 馬瀬文化二年本 和泉流宗家系本 和泉家古本
両本の
一致度
45 b ゆかしませ おゆきやれ ナシ
46 d 事ておりやる 事じや ナシ
47 a 夫ハ ナシ ナシ ■
48 d 気遣さしまするな 気遣ひさせらるヽな ナシ
49 d 御さろふそ こさろふとて ナシ
50 a イヤ ナシ ナシ ■
51 d 宇治へ 宇治に ナシ
52 b 誠に宇治しや 其通りじや ナシ
53 a 聞たよりハ ナシ ナシ ■
54 d 事しやなふ 事じや ナシ
55 a 其通て御座る ナシ ナシ ■
56 b とこ元かよかろふそ とこにせふぞ ナシ
57 a いや ナシ ナシ ■
58 b 是か 爰元が 爰元か ■
59 a 是へよらしませ。「心得ました ナシ ナシ ■
60 b 脇座ニ荷を置 ト云テワキニ荷茶ヲ置 脇ノ居座ニニナイ茶屋ヲオロイテ
61 b 笠二ツ棒ニかけておく 笠ニカイトモニ棒ニカケ置 二人共ニ笠ヲヌキ・ニナイ茶屋ノ棒ニカケテ置
62 b 女上ニ居ル 女ヲ上ノ方ニヲク 女上ヲ（ママ）方ニ置也 □
63 a シテ下ニ居ル ナシ ナシ ■
64 a 外名乗 ナシ ナシ ■
65 e 此比 比日（ママ） ナシ
66 c 願事ハ何にても 願を何にても 何にてもねかひか □
67 d 同道いたし 同道致て ナシ
68 b 参詣いたそふ 参らふ 参らう ■
69 a ナシ 何れも ナシ ●








72 b 来さしませ ござれ ナシ
73 e 心得ました シカ 〳 〵　右ノ如ク云、一返廻ル内ニミ付テ詞ヲカクル也 ナシ
74 b とはせらるヽハ ふらせらるヽと申ハ ナシ
75 a 其通て御座る シカ 〳 〵 ナシ
76 b 何事によらす願事か叶ふと 願事ハ何にても叶せらるヽと ナシ
77 c 申事て御座る 申て夥敷参詣じやと申 ナシ
78 a 仰らるヽ通り有難い事て御座る シカ 〳 〵 ナシ
79 b いさ イヤ ナシ
80 b ある 居る ナシ
81 d のみませふか のみますまいか のまふ
82 a 一段とよふ御座ろふ シカ 〳 〵 ナシ
83 d のみませふ のまふぞ ナシ
84 d 心得ました こヽろへた ナシ
85 a ナシ 各下ニ居 ナシ ●
86 a 茶ヲ立テ皆 立〻衆へ指出ス ナシ ナシ ■
87 c 皆〻へ呑ス 云テ皆へ呑ス ト云テタツル
88 a ナシ タテ茶也 ナシ ●
89 c 一口ツヽ呑ふてわる口言ふ 一口ノウテ 一口ノフテ ■
90 c 是ハわるい茶て御座る 茶かわるい ちやかわるいに □
91 a 其通て御座る ナシ ナシ ■
─ 72 ─
異同
内訳 馬瀬文化二年本 和泉流宗家系本 和泉家古本
両本の
一致度
92 d 其上ぬるふてのまれませぬ 其上ぬるふて呑れぬ ぬるうてのまれぬ □
93 b 扨〻わるい茶て御座る 茶椀がむさい ちやわんかむさい ■
94 a ナシ ナト云テ二三人一フクツヽ呑也 ナトヽ 云テ・立衆二三人一フクツヽノム也 □
95 b シテ右ノ言ヲ聞テ気ノトクカル 其内シテキノドクカリ ナシ
96 c 茶下ヲあおく 茶ノ下ヲアヲキナトシテ ナシ
97 a ナシ 立内ヨリ ナシ ●
98 d 是はかり 是計か 是はかりか ■
99 d 茶屋てハ 茶屋ても 茶屋か
100 a ナシ 又 ナシ ●
101 a よふ御座らふ。さア 〳 〵来さしませ。心得ました シカ 〳 〵アリ ナシ
102 b 何レモ立ツ 散〻悪口云立ツ 尤ト云テ立
103 b 是〻何レも なふ なふ 〳 〵 □
104 d 茶かわり 茶の代り 茶かわり ●
105 b おかしませ 出かしませ おかせられい ○
106 b やらるヽ おかるヽ おかるゝ ■
107 b とらすに居らるヽものか おかぬと云事か有てござるか おかぬと云事かある物か □
108 b さア 〳 〵 何れも代りを ナシ
109 b 立頭へ取つく ト云テサイソクスル 立テセツク
110 c シテヲコカス ト云テシテヲツキコカス ト云テ・シテヲツキノケテ・扨立衆ノク
111 a 又 ナシ ナシ ■
112 b 行ませふ 参ろふ ナシ
113 b 来さしませ こされ ナシ
114 a 心得ました シカ 〳 〵立衆入 其内シカ 〳 〵有ヘシ
115 c 女シテヲヲコス （怪我ハさせられぬか）ト云テ女引ヲコス ナシ
116 d あふなやのふ 〳 〵 あぶない ナシ
117 b 何として なせに なせに ■
118 d 茶椀も 茶椀を 茶わんを ■
119 b して置ぬ 洗ぬそ あらわぬそ ■
120 a 其上 ナシ ナシ ■
121 b 成た故 立るに仍て たつるによつて ■
122 a ナシ 女ヲシカル 女ヲシカル ■
123 a 大切ニ ナシ ナシ ■
124 d せいを 精に せいに ■
125 d 仕合の 仕合か 仕合か ■
126 a ナク ナシ ナシ ■
127 b 御主のおいやる お主かいふ おぬしか言 ■
128 b とかく 何に付ても 何事につけても □
129 b 不仕合ゆへしや 仕合かわるさじや 仕合かわるいによつてしや □
130 a 登ふ ナシ いなふ
131 c いさ此躰を を 此ていを ○
132 c 謡ふ 諷ふて行まいか うたふていなふ













































































































































































表される、参詣人が一組のグループに属し、特に宗家系本に近い本文を有していることが明らかになった。この宗家系本と馬瀬文化二年本との関係につい 、 「今神明」以外 曲についても調査を進めているが、両 にある曲は六曲





あり、調査を継続 。この本の最終丁には 「辛酉揃冬写之」という奥書があり、橋本朝生氏の 狂言台 ・曲目所在一覧
  補遺」では、こ


















































































































































































（当て字・反復記号「ヽ」 「〻」 「〳〵」は底本のままとした） 。また見せ消ちの箇所は、補筆訂正された語句を採用した。
一、仮名遣いについては、底本の通りとした。清濁、振り仮名も底本のままである。一、セリフの初めの＼の記号 「に統一した。役名の記載がない場合は、適宜
（
　
）で補った。
一、底本における誤脱と判断される不審箇所には「ママ」を付した。
馬瀬文化二年本「今神明」
（シテ）
「
1是真中ニテ名乗
ハ都
方に
居
2住する者て御座る。某色〻と商ひを致せ共、とかく
不
3仕合
御さる。承われは
此
4比宇治へ神明か飛せられて、
5きせんくん集をなし
賑
6〻敷と申
程に、宇
7治茶商ひ致て見ようとそんする。先
女
8共をよひ出し
相
9談致そふとそんす
る。是
10の人居さしまするか。
　
楽屋ヨリ出ル。 （女）
「わらハをよはせらるヽハ何事て
御座 そ。
　
（シテ）
「相談する事かある。こふ通らしませ。
　
（女）
「心得
入違ふました
　
（シ
テ）
「
11別の事てもない。今めかしひ事なれとも、二
12人ともに
情13
をたせ共とかく
不
14仕
合な。そなたハ何と
お
15もわしまするそ。
（女）
「わらハも
さ
16ふ思ひますれとも、何
17
と
仕
18ふ様も御座らぬ。
　
（シテ）
「夫に
つ
19き
此
20比ハ宇治へ神明か飛せられておひたヽ
しい参しやとゆふ。則爰元からも参りかある。ともかふもするならは
夫
21婦つれて
まいりたい物成共、中〻其暇てハない。幸の事しや、
22参りかた〳
〵
23商
24ひをして行
ふと
思
25ふか、何とあろふ。
　
（女）
「それハいか様ともさせられい。
　
（シテ）
「何とそ
なたも来て
お
26くりやろふか。
　
（女）
「童
27も往てよい事
な
28れハ」
（
45オ）
ゆきませう。
（シテ）
「某
29の思ふハ余の
事
30な
31ら
ふママ
によつて
茶
32を商ふと
思
33ふ事しや。
　
（女）
「それハ
よふ御座ろふか、道具か御座るまい
　
（シテ）
「それハ気遣
さ
34しまするな。せ
35ひと
も是にせふと思 て道具ハ用意しておいた。
　
（女）
「それハてかさせられた。
（シテ）
「な
36ふ追付用意を
仕
37ふほとに先夫にまたしませ。
（女）
「心
38得ました。
脇
39座ニ立ツ。荷
をシテ柱ノ向直ス。シテ楽屋へ荷を取ニ行。 （シテ）
「いさ
行
40ませふそ。
　
（女）
「扨〻
是
41ハ
きれいに出来ました
　
（シテ）
「先此立
ママ
をきさしませ。
　
（女）
「心
42得ました。
　
（
43シテ）
「さア〳〵
そ
44なた先へ
ゆ
45かしませ。
　
（女）
「心得ました。
　
（シテ）
「何とそ神明の御
蔭て仕合か仕たい
事
46ておりやる。
　
（女）
「夫
47ハ
気
48遣さしまするな。定而はんしやう
するて
御
49さろふそ。
　
イ
50ヤ何かと言中に、宇
51治へ来ました。
　
（シテ）
「誠
52に宇治しや。
扨〻
聞
53たよりハ賑〻しい
事
54しやなふ。
　
（女）
「其
55通て御座る。
　
（シテ）
「扨
と
56こ元か
─ 77 ─
よかろふそ。い
57や
是
58かよかろふ。是
59へよらしませ。
　
（女）
「心得ました。
　
脇
60座ニ荷
を置。
　
笠
61二ツ棒ニかけておく。女
62上ニ居ル。シ
63テ下ニ居ル。
　「
64是外名乗
ハ
此あたりの者て御さ
る。承われハ、此
65比宇治へ神明かふらせられて、願
66事ハ何にてもかなふと申。何
れもを同
67道いたし、参
68詣いたそふとそんする。なふ〳〵
69御座るか。 」
（
45ウ） （立衆）
「是
70におります。ー
　
右
71之通言。
　（立衆）
「一段と
よ
ママ御
座ろふ。
　
（立頭）
「さあ〳〵
来
72
さしませ。
　
（立衆）
「心
73得ました。
　
（立頭）
「何と思わせらるヽそ。神の
と
74はせら
るヽハ珍らしい事て御座る
　
（立衆）
「其
75通て御座る。
　
（立頭）
「何
76事によらす願事
か叶ふと
申
77事て御座る。
　
（立衆）
「仰
78らるヽ通り有難い事て御座る。
　
（立頭）
「いや
此あたりへ来たれは、殊の外のんとか わく。い
79さ是に茶屋か
あ
80る。何と茶を
の
81
みませふ 。
　
（立衆）
「一
82段とよふ御座ろふ。
　
（立頭）
「なふ〳〵茶屋、茶をの
み
83ま
せふ。
　
（シテ）
「心得ました。先となたも下に御座れ。
　
（立衆）
「心
84得ました。
　
女85
「さらはこしめせ
　
茶
86ヲ立テ皆〻立衆へ指出ス。皆
87〻へ呑ス。一
88
口89
ツヽ呑ふてわる口言ふ。
（立頭）
「是
90ハわるい茶て御座る。
　
（立衆）
「其
91通て御座る。
　
（立頭）
「其
92上ぬるふて
のまれませぬ。
　
（立衆）
「扨
93〻わるい茶て御座る。
94　
シ
95テ右ノ言ヲ聞テ気ノトクカル。
茶
96下ヲあおく。色〻とする。
　
（
97立衆）
「是
98はかり
茶
99屋てハ御座るまい。
100余の茶屋へま
いらふ。
　
（立頭）
「よ
101ふ御座らふ。さア〳〵来さしませ。
　
（立衆）
「心得ました。
　
何
102
レモ立ツ。 （シテ）
「
103是〻何レも
茶
104かわりを
お
105かしませ。
　
（立頭）
「いや爰な者か、呑
れもせぬ茶をのふたさへはらか立に、何とかわ か
や
106らるヽものしや。
　
（シテ）
「茶屋の茶を呑ふて、代りを
と
107らすに居らるヽものか。 」
（
46オ） （立頭）
「
108さア〳〵
おくさせられい。
　
立
109頭へ取つく。
　
（立頭）
「扨〻にくいやつの。
　
シ
110テヲコカス。
　
（シ
テ）
「是ハ何とさせらるヽ。扨〻此様な、無躰な事かあるものか。
　
（立衆）
「あの様
者にハかまわせらるヽな
（立衆）
「又
111外の茶屋へ
行
112ませふ。
　
（立頭）
「さア〳〵
来
113
さしませ。
　
（立衆）
「心
114得ました。
　
（
115女女シテヲヲコス
）「なふ〳
〵
あ
116ふなやの 〳〵けかハさせら
れぬか。
　
（シテ）
「扨〻そなたも
何
117として
茶
118椀もきれいに
し
119て置ぬ。其
120上茶もぬる
ふ
成
121た故の事しや。
　
（
122女）
「童もすいふん
大
123切ニ
せ
124いを入ますれ共、是と言もとか
く
仕
125合のわるさの事て御座る。
ナ
126ク。
　
（シテ）
「実も
御
127主のおいやる通、と
128かく
不
129
仕合ゆへしや。此上ハいさ京へ
登
130ふ。
　
（女）
「それかよふ御座ろふ。
　
（シテ）
「余り
といへは本意ない事しや。
131さ此躰を一ふし
謡
132ふ。
　
（女）
「と
133もかくもさせられい。
　
切134
謡」
（
46ウ）
〈付記〉　
本稿を成すにあたり、貴重な資料の閲覧のご許可、並びにご高配を賜りました
馬瀬狂言保存会会長河原良治氏をはじめ、会員の方々に改めて深謝申し上げます。また資料調査にご高配を賜りました法政大学能楽研究所に深謝申し上げます。
（やまもと
　
あきこ
　　
日本語日本文学科）
